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国際ロータリー第 2710 地区 

田原榮一ガバナー 公式訪問 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111111 月月月 111666 日日日）））   

国際ロータリー第 2710 地区 

地区大会報告 

第１０４９回 ２０１６年１０月２６日 安保ガバナー補佐プレ公式訪問例会記録 

点 鐘…松本会長 

ソング…「君が代」「奉仕の理想」 

ご 紹 介 

ガ バ ナ ー 補 佐 安保雅文 様 (尾道 RC) 

ガバナー補佐幹事 藤本政昭 様 (尾道 RC) 

 

ビ ジ タ ー 紹 介 

(西 条)要源光司さん 

 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(10/26) 

26 

1 

24 

1 

1 1 

 

96.15 

 

メイク 乗越 

前々回 

(10/12) 

26 

1 

21 

 

2 3 

 

88.46 

メイク 鶴田幸彦・灰谷 

 

米山奨学生 黄 琳娜さん 

10月分奨学金をお渡ししました。 

近況報告 

今週の火曜日まで卒論の中間発

表は終わりました。大変緊張しま

したが、先生たちに厳しい質問さ

れなかったので一安心です。これ

からは本番の卒論の作業に入り

ます。良い卒業論文をかけるよう 

  に頑張ります。 

琳娜さんへお誕生日プレゼント 

橋濱さんが選んでくださっ

たブレスレットとバレッタ 

💛💛💛 

 

食 事 時 間 

 

ＭＥＮＵ 

レンコンチップと野菜のサラダ胡麻ドレッシング 

サツマイモのクリームスープ 

白身魚の粒マスタード 香草パン粉焼きトマトソース 

パン・コーヒー 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:h.kukorc@vega.ocn.ne.jp
http://hiroshima-kuko-rotary.jp/


会 長 時 間 

 皆さん本日は 2016～2017

年度 G９ガバナー補佐安保雅

文様、補佐幹事藤本様をお迎 

えしてのプレ公式訪問の日

です。ガバナー補佐様幹事様

お忙しい中おいでいただき 

ありがとうございます。 

先ほど別室で安保ガバナー補佐様藤本幹事を囲ん

で会長幹事会を行いました。当クラブの実情・計画・

行動・11 月 9 日 2710 地区田原ガバナー公式訪問の打

ち合わせ等いたしました。後程安保様には卓話を頂戴

することとなっております。若い会員の皆様方には今

日一日しっかり勉強をしていただき公式訪問にも参

加して今後の奉仕活動に役立てていただきたいと思

います。 

会員の皆様には先日本郷町の商工祭りでの広島県

立総合技術高校の協力をいただいてポリオ募金、チャ

リティーバザー大変ご苦労様でした。予想以上の募金

が集まり大変ありがとうございました。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1047.1048号 

プレ公式訪問プログラム 

地区大会参加者名簿 

《回  覧》公式訪問出欠表       

卓 話 時 間 

 

国際ロータリー第 2710地区 

Ｇ９ ガバナー補佐 

 

安 保 雅 文 様 

 

 

 

皆さんこんにちは。G9のガバナー補佐を仰せつかっ

ております尾道ロータリークラブの安保雅文です。 

広島空港 RCには 8月 31日に訪問をさせていただいた

折りには大変お世話になりました。今日で５回目のプ

レ公式訪問に成ります。尾道東と瀬戸田と三原と尾道

が終わったのですが、瀬戸田はメンバーが６名で、実

質４名しか出席されていません。なかなか難しい状況

を抱えているわけですが、一生懸命トライしておられ

ます。何か支援ができたらとつくづく感じたところで

す。 

ガバナー補佐が決まったのが昨年の８月末でした

からすでに一年が過ぎてしまいました。昨年の９月か

らガバナー補佐研修が始まり、その後ガバナー補佐会

議が数回あり、それに加えて、RLI のディスカッショ

ンリーダーの研修が２回、そして RLI本番が１月、３

月、６月と３回ありました。そのほかにも PETS、地区 

協議会と続き、やっと７月から本番に突入したわけで

すが、あっという間に過ぎてしまいました。この一年

で感じたことは、RCに入会して２４年が経つわけです

が、いかに適当にロータリー活動をしていたかと言う

ことです。ガバナー補佐が決まりますと、ガバナー補

佐の手引き書というのが渡されます。ガバナー補佐の

手引き書には、補佐としての役割と責務が数多く載っ

ています。主な役割は「担当するクラブが効果的に運

営されるようサポートすることである」とあります。

また、責務として手引き書には２０ほどの責務が記さ

れています。その中の一つに補佐は少なくとも四半期

に一度はクラブを訪問することとあります。その目的

は RIや地区の重要な方針を伝えることや、クラブが目

標を達成するために適切なお手伝いをすることです。

今回は２度目の訪問ですが、前回は挨拶だけでしたの

で、余りお話しができませんでしたが、今回はガバナ

ー補佐の責務を果たさなければ行けないわけです。 

 

広島空港 RC の活動計画書を拝見しました。RI 会長

賞、ガバナー賞を多数受賞されており、創立以来、素

晴らしい活動をされてこられたと感じております。ま

た、地区補助金を利用した活動も活発にされており、

私にとっても学ぶところが多いクラブだと思っており

ます。 

 

プレ公式訪問の大きな目的でもあります RI につい

てお話しさせていただきます。ご存じのように本年度

の会長はアメリカのテネシー州チャタヌーガロータリ

ークラブのジョン･ジャーム会長です。そしてテーマは

「人類に奉仕するロータリー」という、ある意味では

当たり前のことであり、ロータリーの原点です。ここ

でこのような直球を投げてくると言うことが、ジョン･

ジャーム会長の並々ならぬ意気込みを感じるわけで

す。ジョン･ジャーム会長は７７歳ですが、彼の経歴を

みると人生の大半を地域への奉仕に向けてこられたこ

とがわかります。若い頃は青年会議所で活躍され、ロ

ータリーではロータリー財団との関わり合いが強く、

伝説的な募金の達人とも呼ばれているようです。財団

と言えばポリオプラスですが、皆様もご存じのように、

ポリオ撲滅に向けて 2007 年にビル･アンド･メリン

ダ・ゲイツ財団から１億ドルの寄付を受けました。そ

して、2009 年にはさらに 2 億 5500 万ドルの寄付を受

けたわけです。しかし、これに関しては条件がありま

した。それは、2012 年 6 月 30 日までにロータリー財

団が２億ドルの募金を集めなければならなかったので

す。その指揮を執ったのが、ジョン･ジャーム会長だっ

たのです。彼は「ロータリーの 2億ドルチャレンジ委

員会」の委員長として、2012 年 1月にはその目標を達

成したのです。そして、予定より半年も早く達成した

ことで、ビル・アンド･メリンダ･ゲイツ財団はさらに 



5500 万ドルを寄付してくれました。そして、2015 年

には天然ポリオウィルスによるポリオ発症例はわず

か 74 件にとどまり、すべてアフガニスタンとパキス

タンで確認されています。ポリオ撲滅もすでに秒読み

の段階に入っています。その道のりは 30年にわたり、

ロータリー財団、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財

団をはじめとする民間団体、そしてユニセフ、WHO、

世界各国の政府の努力の賜です。この事業には膨大な

資金が必要で、すでに 100億ドル近い資金がつぎ込ま

れています。そして、ポリオを根絶するまで、これか

らも年間７億ドルが必要だと言われています。現在の

目標は 2016年にウィルスの伝搬を留めることにより、

2019 年に世界のポリオ根絶を認定できるようにする

ことです。ただ、この最後の一押しが困難を極めてい

ます。発症している地域が紛争地域であり、ワクチン

投与も命がけです。それに、今年に入り 2年間発症の

なかったナイジェリアで 3人発症が確認されました。

10月 18日現在パキスタンで 15 例、アフガニスタンで

8例、ナイジェリアで 4例の 27 例の確認があります。

それでも昨年に比べかなり減少しています。もう少し

です。これからも皆様のご支援をよろしくお願いしま

す。 

 

本年度はロータリー財団 100 周年と言うこともあ

り、ジョン･ジャーム会長は世界各地で財団 100 周年

に向けて、この偉業を多くの人たちに知ってもらうた

めのイベントを企画してほしいと言っておられます。

ポリオプラスほど大規模な運動で活躍した非政府組

織は他にありません。それは、世界でこれまでに類を

見ないほど壮大な人道的奉仕であるといえるでしょ

う。この功績は、一人ひとりのロータリアンが誇りと

することができるものです。私たちが成し遂げたこと

を知ってもらうことで、ロータリーの将来にとって多

くの可能性が広がってくると思っております。 

RIに関しては、もう一つ大きな変化がありました。

3 年に一度の規制審議会が今年の 4 月に開催され、ク

ラブの管理、運営に関して、大幅な変更が承認されま

した。まず例会ですですが、運営方法に関する制約を

なくすという制定案を圧倒的多数で採択しました。ま

ず例会の曜日と時間を自由に決めることができるよ

うになり、例会は月 2回以上開けば良いと言う事です。 

また、奉仕プロジェクトや社交行事を例会と見なす

ことができるようになりました。またオンラインでの

例会も認められました。そして、会員の種類について

も、今までは正会員と名誉会員のみでしたが、クラブ

は、地域のニーズに合わせて準会員や法人会員、家族

会員など追加できるようになりました。たとえば正会

員は今まで通りの会費を支払いますが、準会員あるい

は家族会員などは RI の人頭分担金と必要経費のみで

良いとか、いろいろ柔軟性が増したと言えます。 

また、RI細則とクラブ定款から「入会金」という言

葉が削除されました。つまり新入会員から入会金を取

らなくても良いと言うことです。そのほかにも多くの

ことが採択されましたが、これは各クラブの裁量に任

せると言うことで、強制ではありません。つまり、そ

れぞれのクラブは自分たちのクラブにあった細則を自

由に決めることができると言うことです。当然今まで

通りの運営をされるクラブはそうしていただければ良

いのです。ただ、会員減少に悩んでいるクラブが多い

中、うまく活用することによってクラブの活性化を図

れるきっかけになるかもしれません。これは、クラブ

に自主性と柔軟性と多様性を持たせるという意味では

画期的な決定だと思っています。広島空港 RCの中でも

議論を重ねて頂き、より良いクラブを作り上げて頂き

たいと思っております。 

 

2710地区ですが、ご存じのように、本年度は広島中

央 RCより田原榮一ガバナーが出ております。田原ガバ

ナーは今年 80 歳に成られましたが、とても 80歳には

見えないほどお元気で、精力的にガバナーの職務を果

たされておられます。広島大学医学部を卒業され、人

生の大半をがんの研究に捧げられた方です。現在は公

益財団法人広島がんセミナーの理事長を務められてお

られます。ロータリーには 1981 年に入会され、2002

年-2003 年度に会長、2008 年-2009 年度にガバナー補

佐を歴任されておられます。 

田原ガバナーのガバナー信条は「奉仕の中にこそ幸福

（幸せ）と平和がある」です。ここに上げた奉仕は職

業奉仕であり、意図するところは二つあると言われて

います。その一つは、 職業奉仕の実践強化であり、も

う一つは、人類の最大の敵であるがんの予防推進です。 

前者の職業奉仕の実践には、二つの行動指針が必要

だと言われています。一つは「ロータリアンの行動規

範」の遵法、もう一つは「四つのテスト」を職業生活

のみならず日常の生活すべてに言行することだと言わ

れておられます。ガバナーは例会場に四つのテストだ

けでなく、ロータリアンの行動規範の掲げ、唱和をし

てほしいと言われています。ガバナー公式訪問におい

ては、是非とも「四つのテスト」と「ロータリアンの

行動規範」の唱和をして頂きたいと思っております。 

後者のがん予防推進ですが、がんの権威でもある田

原ガバナーの思いが前面に出た事業になっており地区

戦略計画として本年度より３年間地区、クラブ、地域

社会で実践していくことになりました。私もガバナー

補佐が決まって、研修を受けるたびにがん予防につい

ての話が中心になり、私なりに勉強もしてきました。

当然専門家ではないので詳しいことはわかりません

が、がんになるメカニズムがわかれば、いかに予防し

たら良いかわかるのではないかと考えたのです。そこ

でとてもわかりやすい説明を見つけました。 



 

人間の体は細胞でできているのはご存じだと思い

ますが、いくつの細部からできているかわかります

か。なんと 60 兆個だそうです。そして、この細胞は

新陳代謝で定期的に入れ替わっていくのです。これは

前の細胞と同じ物がコピーされて入れ替わるわけで

す。そのサイクルは概ね、90日から 120日と言われて

います。5 年ぐらい経つとすべての細胞が入れ替わる

わけです。ところが 60 兆個もあるとたまにミスコピ

ーが起きることがあります。これが、実はがんの始ま

りだそうです。このミスコピーはまれに起きるのでは

なく、毎日私たちの体の中で起こっているのです。そ

れも 1日 1000個から 2000個のがん細胞ができている

のです。本来なら私たちは全員がんになってもおかし

くないのですが、そうはならないのです。なぜかとい

うと私たちの体の中にはミスコピーされた細胞をシ

ュレッダーにかけ消去させる機能があるのです。それ

がリンパ球と呼ばれる白血球の一種だそうです。それ

はかなり性能が良く、ほぼ完璧に消去していきます。

もし一つでもミスコピーが残っていったらその一つ

の細胞が分裂を繰り返し、どんどん大きくなっていき

ます。約 10億個で直径が１cm、重さが１gに成るそう

です。そこでやっとレントゲンなどでがんが見つかる

わけです。そこまで成長するのに 10年から 15年かか

るそうです。では、なぜミスコピーの細胞が残ってし

まうのでしょうか。それは、一つはミスコピーがたく

さんできすぎてしまったとき、もう一つはシュレッダ

ーの性能が落ちたときです。皆さんも「○○には、発

がん性がある」というのはよく聞かれると思います

が、たとえば食品であったり、喫煙であったり、今は

あまりなくなりましたがアスベストであったり、放射

線であったりするわけです。それに遺伝もあると言わ

れています。こうしたことがミスコピーを増やす原因

となっていると言われています。また「免疫力が下が

るとがんになる」とも言われますが、これはシュレッ

ダーの性能が」落ちていると言うことです。年を取る

と免疫力が落ちてくるので、がんになる確率が上がる

わけです。また、不規則な食事や生活をしていても免

疫力は下がってくると言われています。こういったこ

とを考えると、人間だれでもがんになる可能性がある

わけで、できるだけミスコピーを作らない、またシュ

レッダーの性能を落とさないような生活をすること

が予防につながるわけです。 

3 年間がん予防を推進する上で、4 つの目標を掲げ

ていますので目標に向けてご協力をお願いします。 

①生活習慣を改善することによるがん一次予防。 

②がん検診受診率の向上によるがん二次予防。 

③がん患者の就労に関する環境整備。 

④青少年に対するがん教育の推進。 

本年度のＩＭですが、来年の 3月 5日(日)に開催し

ます。実行委員長の岡野吉右衛門さんの強い意向で、

瀬戸田のベルカントホールで開催することになりまし

た。実は本年度は瀬戸田 RCがガバナー補佐を出す順番

だったのですが、メンバーが少なく、出せないと言う

ことで繰り上げて尾道から私が出たわけです。岡野実

行委員長から、是非瀬戸田と一緒にやりたいとの申し

出があり、決定させていただいた次第です。もちろん

がん予防の推進がメインテーマですが、せっかくベル

カントホールでやるのであれば、一般の市民も参加し

てもらいコンサートもしたいと言うことで、盛りだく

さんの企画が上がってきております。 

第１部は地区がん予防推進委員会のグループ９担当

委員である松尾先生のご子息で、愛知県がんセンター

研究所、遺伝子医療研究部部長の松尾先生に基調講演

をして頂き、第２部は立川流の落語家であり、医学博

士でもある立川らく朝師匠を招いて、健康落語を聞い

ていただきます。そして第３部は高嶋ちさ子さんによ

るバイオリンコンサートを予定しております。是非と

も多数のご参加をお願い致します。 

最後にもう一つお願いがあります。皆さんもすでに

ご存じだと思いますが、尾道 RCから吉原久司ガバナー

ノミニーを出しています。尾道 RCとしては 1980年-81

年度に八木ガバナーを出して以来すでに 35 年が過ぎ

ています。2013年に 60周年を終えたあと、尾道 RCの

今後を考える長期ビジョン策定特別委員会を立ち上

げ、これからのビジョンを考える中で、ガバナーを出

せるクラブにしようと、2 年間研修を重ねモチベーシ

ョンを上げてきました。おかげさまでガバナーを出す

ところまで来たのですが、これからが大変です。尾道

だけでは到底やり遂げることはできません。近隣クラ

ブのご支援は欠かせないと思っております。お願いば

かりですが、これから 3年間、吉原ガバナーが素晴ら

しい実績を残せるように全力でサポートしていくつも

りでいます。どうか広島空港ロータリークラブの皆さ

んのご支援並びにご指導をよろしくお願い致します。 

クラブ協議会(１３：４０～１４：１５) 

自己紹介・委員会報告・公式訪問打合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


